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ど
の
曲
も
「
初
聴
き
」
で
あ
り
、
チ
ョ
ッ
ト
聴
き
は

ソ
フ
ト
な
の
で
納
得
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
が
大
変
、
聴
く
度
に
変
り
本
当
に
耳
に
馴
染

む
ま
で
の
リ
ピ
ー
ト
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。

一
九
九
八
年
秋
に
知
人
に
誘
わ
れ
て
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｃ
の
年

次
対
外
活
動
コ
ン
サ
ー
ト
を
偵
察
し
に
伺
い
ま
し

た
。

機
材
デ
モ
Ｃ
Ｄ
に
Ｆ
ｏ
ｕ
ｒ
ｐ
ｌ
ａ
ｙ
を
再
生
し
た

会
員
が
居
ら
れ
て
感
動
、
即
日
入
会
し
ま
し
た
。

◎
記
憶
と
鑑
賞

先
人
の
作
品
を
演
奏
す
る
形
態
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
等

に
て
は
通
例
で
す
。

通
常
定
め
た
一
曲
に
つ
き
多
種
の
演
奏
を
鑑
賞
す
る

「
演
奏
比
較
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

編
曲
を
伴
う
場
合

は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
系
で
は
「
カ
バ
ー
」
と
呼
び
、
別
名

と
す
る
例
も
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
他
に
同
一
作

曲
家
の
作
品
間
で
は
似
る
例
が
多
発
、
師
弟
関
係
が

あ
る
場
合
に
は
先
輩
か
ら
後
輩
に
影
響
が
現
れ
た
り

し
ま
す
。

既
知
曲
を
鑑
賞
す
る
際
、
記
憶
を
検
索
し
脳
内
に
て

再
生
し
、
聴
取
例
と
比
較
し
補
足
し
て
鑑
賞
を
よ
り

豊
か
に
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

初
め
て
の
曲
は
準
備
が
な
く
若
干
の
違
和
感
が
あ
る

訳
で
す
。

◎
類
似
曲
へ
の
反
応

鑑
賞
曲
を
指
定
し
た
演
奏
比
較
で
は
、
雑
念
の
余

地
が
無
く
類
似
曲
連
想
は
起
き
に
く
い
で
し
ょ
う
。

私
に
は
鑑
賞
中
の
曲
に
対
し
て
、
類
似
の
曲
が
偶
然

に
想
起
と
い
う
よ
り
自
然
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

意
識
下
に
あ
っ
た
類
似
曲
が
「
曖
昧
検
索
」
に
て
浮
か

び
上
が
っ
た
も
の
、
検
索
機
能
の
誤
動
作
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。
な
お
一
旦
感
知
す
れ
ば
意
識
し
て
鑑

賞
曲
と
は
区
別
し
ま
す
。

ま
た
手
ぶ
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
で
の
類
似
曲
発
生

が
数
例
あ
り
、
機
器
再
生
環
境
が
発
生
条
件
で
は
な

い
こ
と
、
脳
内
再
生
の
平
行
操
作
は
困
難
で
あ
る
か

ら
、
再
生
に
同
時
性
が
な
く
て
も
比
較
が
可
能･

･
･

平
成
二
十
六
年
度
の
新
人
事
決
ま
る

去
る
三
月
二
十
三
日
の
例
会
日
の
総
会
に
お
い
て

二
十
六
年
度
の
新
理
事
の
選
出
を
行
い
、
皆
様
の
ご
賛

同
を
頂
き
次
の
方
々
に
役
員
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

次
の
二
十
七
年
度
は
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｃ
の
創
立
二
十
周
年
に

当
た
り
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
頂
き
様
々

な
記
念
事
業
を
計
画
し
実
行
の
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｃ
の
益
々
の
発
展
、
充
実
と
会
員

各
位
の
豊
か
な
音
楽
生
活
を
送
れ
る
よ
う
新
役
員
一

同

一
丸
と
な
っ
て
お
役
に
立
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

会
員
皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
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『
オ
ー
デ
ィ
オ
と
私
』

◎
初
期
段
階
、
方
針

東
京
市
（
一
九
四
三
年
ま
で
）
大
森
区
生
ま
れ
。

利
根
川
の
北
、
茨
城
県
北
相
馬
群
利
根
町
に
在
住

で
す
。

小
中
学
校
で
は
定
番
の
音
楽
教
材
や
ら
友
達
宅

に
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
小
品
に
接
し
ま
し
た
。

手
に
入
る
音
源
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
音
楽
放
送
の
み
、
勉
強

し
て
い
る
フ
リ
し
て
自
作
ラ
ジ
オ
の
ヘ
ッ
ド

フ
ォ
ン
、
日
曜
日
は
堀
内
敬
三
氏
の
「
音
楽
の

泉
」
、
週
日
午
後
は
野
球
中
継
が
雨
で
流
れ
る
と

音
楽
に
な
り
楽
し
み
で
し
た
。
図
書
館
に
あ
っ
た

一
小
節
な
ど
短
く
切
っ
て
の
逐
次
比
較
な
ど
に

て
も
可
能
ら
し
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
予
め
一
方
ま
た
は
両
方
の

メ
ロ
デ
ィ
記
憶
が
な
い
と
発
生
で
き
な
い
こ

と
、
さ
ら
に
ま
た
両
方
の
曲
名
を
特
定
で
き
な

い
と
「
類
似
セ
ッ
ト
」
と
し
て
の
情
報
が
完
結
し

ま
せ
ん
。

メ
ロ
デ
ィ
か
ら
の
曲
名
遡
及
と
は
記
憶
以
外
は

一
般
に
困
難
ゆ
え
、
曲
名
→
メ
ロ
デ
ィ
記
憶
の

他
に
メ
ロ
デ
ィ
→
曲
名
と
、
双
方
向
の
セ
ッ
ト

化
記
憶
を
要
し
、
結
果
的
に
鑑
賞
深
化
に
寄
与

し
ま
す
。

ま
た
今
日
で
は
曲
名
か
ら
演
奏
例

が
検
索
・
参
照
可
能
で
あ
り
、
曲
名
記
憶
が
最
重

要
と
な
り
ま
す
。

曲
名
メ
ロ
デ
ィ
記
憶
お
よ
び
鑑
賞
と
の
関
連
に

つ
き
環
境
条
件
等
を
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

本
件
は
「
音
楽
聴
き
過
ぎ
」
と
の
叱
咤
激
励
を
頂

き
、
深
謝
し
一
層
の
分
析
を
心
が
け
ま
す
。

と
り
と
め
の
な
い
拙
文
に
て
大
変
失
礼
な
が

ら
、
お
読
み
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上

宇
多

弘

雑
誌
に
記
載
の
「
民
族
音
楽
と
大
衆
音
楽
に
触
れ
る

べ
し
」
に
開
眼
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
研
究
に

着
手
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
本
式
な
実
演
鑑
賞
は
、
兄
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
日
比
谷
公
会
堂
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
協
奏
曲
イ
長
調
Ｋ
．
６
２
２
で
し
た
。

モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
は
産
経
ホ
ー
ル
に
て
「
Ｍ
Ｊ
Ｑ
」
を
、

タ
ン
ゴ
は
「
坂
本
政
一
と
オ
ル
ケ
ス
タ
・
テ
ィ
ピ
カ
・

ポ
ル
テ
ニ
ア
」
を
至
近
距
離
に
て
聴
き
、
そ
れ
ぞ
れ
現

場
の
様
子
を
把
握
し
ま
し
た
。

◎
オ
ー
デ
ィ
オ
、
現
場
経
験

自
作
オ
ー
デ
ィ
オ
は
「
電
気
音
響
工
学
」
等
を
履
修

し
て
怖
じ
気
が
つ
き
「
演
奏
現
場
の
再
現
」
は
早
々
に

諦
め
て
「
現
場
を
想
起
で
き
る
再
生
」
を
目
標
に
装
置

を
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
社
会
人
に
な
っ
て
独
身
寮
住
ま
い
。

残
業
、
一
杯
、
麻
雀
の
な
い
夜
は
オ
ー
デ
ィ
オ
で
過
ご

し
ま
し
た
。
ア
ン
プ
類
は
当
然
自
作
、
Ｆ
Ｍ
チ
ュ
ー
ナ

は
重
要
部
品
の
み
購
入
し
一
日
で
完
成
で
し
た
。

同
趣
味
の
寮
生
と
は
相
互
訪
問
に
て
Ｍ
Ｊ
Ｑ
の
次
に

「
平
均
率
」
な
ど
常
態
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
や
Ｌ
Ｐ
の
貸

借
、
装
置
の
修
理
・
改
造
、
コ
ン
サ
ル
？
等
が
一
段
落

す
る
と
、
音
楽
談
義
か
ら
酒
盛
り
で
し
た
。

独
身
時
代
に
職
場
の
部
活
で
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
を
練

習
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
バ
ン
ド
／
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・
バ

ン
ド
の
ベ
ー
ス
を
担
当
し
て
リ
ズ
ム
感
覚
を
何
と
か

身
に
付
け
、
さ
ら
に
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
担
当
、

タ
ン
ゴ
や
ら

ル
ン
バ
の
リ
ズ
ム
マ
シ
ン
を
果
た
し
ま
し
た
。

◎
ジ
ャ
ン
ル
、
入
会

そ
の
後
所
帯
を
持
ち
、
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
が
実
用

化
さ
れ
た
頃
に
自
作
オ
ー
デ
ィ
オ
に
復
帰
し
て
Ｆ
Ｍ

エ
ア
チ
ェ
ッ
ク
、
そ
の
後
Ｃ
Ｄ
に
移
行
し
ま
し
た
。

装
置
の
現
状
は
三
系
統
の
Ｆ
Ｍ
／
Ｃ
Ｄ
、
Ｌ
Ｐ
は
一

系
統
。
ス
ピ
ー
カ
は
ベ
ー
ス
を
聴
く
よ
う
調
整
、
ユ

ニ
ッ
ト
交
換
・
修
理
に
て
保
た
せ
て
い
ま
す
。

一
九
八
〇
年
頃
、
作
編
曲
を
勉
強
し
た
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
「
私
は
こ
う
や
る
」
と
殆
ど
の
曲
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

て
自
作
自
演
す
る
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
／
ス
ム
ー
ス
・

ジ
ャ
ズ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
新
鮮
さ
に
目
覚
め
ま
し
た
。


